
ポイント冬季に死亡数が増える長野県

冬季の死亡数が多く、夏季は少ない。

悪性新生物（がん）は年間で大きな変化は
ないが、心疾患（急性心筋梗塞や心不全な
ど）と脳血管疾患（脳梗塞など）は冬季が多
く、夏季は少ない。
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建築物環境エネルギー性能・自然エネルギー導入検討制度

①建築物環境エネルギー性能検討制度 ②建築物自然エネルギー導入検討制度

環境エネルギー
性能検討
（建築主）

環境エネルギー
性能掲示
（建築主）

環境エネルギー
性能届出
（建築主）

自然エネルギー
導入可能性検討
（建築主）

自然エネルギー
設備情報掲示
（建築主）

自然エネルギー
導入検討結果届出

（建築主）

未利用エネルギー
活用検討結果届出

（建築主）

10,000㎡以上 ○ ○
努力義務

○ ○ ○
努力義務

○ ○

10,000㎡未満
～

2,000㎡以上
○ ○

努力義務
○ ○ ○

努力義務
○ ×

2,000㎡未満
～

300㎡以上
○ ○

努力義務
× ○ ○

努力義務
× ×

300㎡未満
～

10㎡超

○
（移行期間は
努力義務）

× ×
○

（移行期間は
努力義務）

× × ×

10㎡以下
仮設
文化財

冷暖房等不要

× × × × × × ×

備考
・建築主からの依頼
により情報提供

・出入口等への掲示
・戸建住宅を除く

・県への届出
・県は公表、助言でき
る

・建築主からの依頼
により情報提供

・出入口等への掲示
・戸建住宅を除く

・県への届出
・県は公表、助言でき
る

・県への届出
・県は公表、助言でき
る

建築物環境エネルギー性能検討制度 建築物自然エネルギー導入検討制度

建物を建てる前に、建築主が環境エネルギー
性能（断熱等）を検討します。

建物を建てる前に、建築主が自然エネルギー
設備の導入を検討します。

戸建住宅も対
象になります。
大規模な建物
（2000㎡以上）
は、計画や検討
結果を県に届
け出ます。

環境エネ評価
ツールや導入検
討マニュアルは、
講習会を開催
して普及します。
長野県住まい
づくり推進協議
会を通じて、省
エネ技術普及も
促進します。

特に大規模
な建物
（10000㎡
以上）は、未
利用エネル
ギー（排熱
等）の活用も
検討対象に
なります。

環境エネルギー性能の高い建物や
自然エネルギーを活用した建物の選択・建築を促進します。

５年間で約３
万棟が両制
度の対象と
なる見込み
です。

300㎡以上の建物は2014（平成26）年４月から、300㎡未満の建物は2015（平成27）年４月から義務化（施行）されました。
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建築物新制度のイメージ

家の建築を依頼
します。予算は
2,000万円です。

お任せください。
県の条例に基づ
いて、環境エネ
ルギー性能の情
報をご提供しま
すが、よろしい
ですか？

設計案ができました。環
境エネルギー性能を評価
したところ、標準的な住
まい方の場合の光熱費は、
年間30万円となりました。

性能を高
めた場合、
光熱費は
どれくら
い下がり
ますか？

情報提供
もお願い
します。

窓や壁の断熱性を高めると、
工事費が200万円上がりま
す。一方、光熱費は年間10
万円に下がる見込みです。

太陽光発電と太陽熱
温水器が設置可能で
す。７人家族という
ことでしたら、太陽
熱温水器は６年くら
いで投資回収する見
込みです。

自然エネルギーは、
利用できますか？

① 建築・設計の依頼 ② 環境エネルギー性能の
検討

③ 自然エネルギー導入の検討

検討の結果、光熱費の
あまりかからない、快
適な家を建てることが
できました。 ④ 建築後
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長野県の検討義務制度が一つの契機となり、２０２１年度４月より
国の建築物省エネ法が改正され、説明義務制度が導入

地域の政策
が国の政策
形成に貢献

（出典）国土交通省資料
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長野県による太陽光への補助金



信州屋根ソーラー
グループパワーチョイス（共同購入）



信州屋根ソーラー
グループパワーチョイス（共同購入）

３つの購入プランから選択
・太陽光パネルを購入
・太陽光パネル+蓄電池を購入
・蓄電池のみ購入

○参加登録期間 (今年度）
6月10日ー9月７日

○施工業者を選定

○事前見積もり

○購入の判断

令和３年度共同購入の登録世帯
数

・９５４世帯
・太陽光発電のみ 23.4% OFF

・太陽光発電と蓄電池セット
20%OFF
・蓄電池のみ 17.4%OFF


